
国内シェア90％

「人手に頼っていた鶏もも肉の脱骨作業を自動化する」。産業用冷凍機を納めていた
食品メーカーからの依頼で鶏もも肉全自動脱骨ロボット「トリダス」（写真１）の開発が始
まった。
逆さに吊るした鶏もも肉と骨の間に刃物で筋を入れて足首の全周をカットし、骨から

肉を引きはがすように脱骨する。膝の位置を自動で計測し、中心から上下対称の２カ
所に切り込みを入れて膝周りの肉を効率良く骨から剥がすことに成功した。毎時
1,000本、手作業の４倍の処理速度を有する。国内のシェアは90％を誇る。

世界展開の成功で、引き合いが急増

2012年頃までは年間50台程度の販売で、製造スペースや人員は台数に合わせた体
制を敷いていた。同社ではトリダスを戦略製品として、ロボット事業を世界へ展開。近
年では日本に鶏肉を輸出するブラジルやタイなどから引き合いが増加している。
世界展開の成功で販売台数が14年には12年の2.5倍の130台になった。当時は、

上部のユニット部の組み付け、下部のユニット部の組み付け、エア配管の組み付け、
調整作業、カバー付け・試運転といった５つの工程を２人１組、３組の作業者ペアが順
番に工程を巡る生産形式を採用。１人１台を担当し、１日終了時点で２台の作業が完
了する。途中、外部の協力業者による電気工事の工程があるが、最初の工程から６日
目に２台完成することになる。月の稼働日を20日間とすると、生産能力は最初のロッド
ができ上がるまでに６日かかるので、20（日）÷６（日）＝3.3（台）で実質、１人３台を製
造することになる。これを６人で作業するので18台。外注工程が休日をまたがないよう
に仕掛日を調整するので、場合によっては15台程度になることもある。いつ、何台完
成するかは詳細な日程を作成しないと明確にならなかった。
そこで15年には、１人１台を担当するセル生産方式への変更と分業による作業標

準を策定し、１日目に上部と下部の取り付けを並行して行い、電気工事業者にも常駐
してもらうことで、６日かかっていたリードタイムを１日短縮。年間240台まで生産に対
応できるようになった。

さらに追い込んでムダ取りをする

16年も受注が増加することが予測されたトリダス。需要に応えるために年間生産台
数の倍増を目指すことになったが、「すでに生産方式や作業改善による最適化はやり
きったような気がしていました」と菅原亮太ロボットプロダクツ製造リーダー（写真２）は
当時を振り返る。２シフト製や人員の倍増という策も検討したが工場の増設、人件費な
どが発生するため、現実的ではなかった。
さらに、追い込んでムダ取りができるところはあるか。そこで目を付けたのがIEの手

法による分析とムダ取りだった。
生産管理の基本である「標準時間」を見直し、実際の作業がそれよりも早かったら、

標準時間を変える。逆に標準時間内でうまくつくれなかったら作業方法やモノの配置
を見直すことを地道に重ねることで、標準時間内で作業を終える手順を検討。ビデオ
撮影による作業分析とストップウォッチを使い、作業の所要時間とバラツキを洗い出す
ことで改善の要点と効果の確認を試みた。
しかし、新たな課題が浮き彫りになる。それは、動作研究や時間研究は非常に時間

がかかるということ。正確な作業分析のためには計測に慣れた熟練測定者が必要に
なり、データのパソコン入力、入力データからグラフを作成する手間がかかる。なんと
か効率的に分析できる手法がないか検討しているとき、作業分析・作業改善ツール「
TimePrism」（写真３）を知った。
「13年に圧縮機製造部門で、すでに導入して、作業分析と改善につながっていた

ので、トリダスの製造担当にも紹介しました」と全社の生産技術を担当する製造ブロッ
クモノつくりグローバルセンターの渋井恵一氏（写真４）は導入の経緯を説明する。
現在、菅原亮太氏をはじめとするロボットプロダクツの担当者はTimePrismの活用

により分析負荷を下げ、分析作業と改善策の検討に注力している。








